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研究成果の概要（和文）： 

野生動物の行動の研究は、これまで直接観察法が主体であった。しかし、多くの野生動物は
人間を忌避し、観察が困難な場合が多い。そこで本研究では野生動物に超小型撮影装置を装着
し、動物側から撮影し情報を収集することに着目した。動物側の目線で撮影された画像を解析
することで動物の生態を解明する手法を開発した。開発したビデオカメラは、首輪に装着する
タイプで、昼夜問わずに撮影できる。また、動物の行動に影響を及ばさないよう、超小型軽量
タイプを開発した。撮影した動画分析から、採食物の種同定を実施することが可能であった。
今後、野生動物にカメラを装着し画像情報を分析する研究は増加すると思われる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Behaviors of wild animals have been studied mainly with a direct observation method. 
In many cases, however, observation is difficult because wild animals tend to avoid 
human beings. This is why, in our studies, we were focused on photographing and 
information collection from the viewpoints of wild animals by attaching animal-borne 
video systems to them. We developed a method to reveal behaviors of wild animals by 
analyzing images photographed from their viewpoints. The very small video cameras 
could take images night and day. We succeeded in identifying species of the animals’ 
food by analyzing the moving images. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1900,000 0 1900,000 

2011 年度 700,000 210,000 910,000 

2012 年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

  年度    

総 計 3200,000 390,000 3590,000 

 
 

研究分野：農学 

科研費の分科・細目：畜産学・獣医学、畜産学・草地学 

キーワード：GPS 発信器、ツキノワグマ、ニホンジカ、バイオテレメトリー、バイオロギング、

大型野生動物、画像情報収集 

 
１．研究開始当初の背景 
(1)野生動物の調査方法は年々、開発が進み

精度が高くなっている。野外研究では、GPS

発信器により、動物の位置情報が連続して記
録できるようになった。また、直接観察の難
しい野生動物は、連続して観察データをとる
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ことは困難であったが、自動撮影カメラの精
度が向上したため、動物がカメラに接近すれ
ば、赤外線センサーが反応し、動物の行動を
撮影することが可能となった。しかし、これ
らの新技術には、それぞれ限界も認められる。
GPS 発信器の場合、得られた位置情報は、GIS
で生息環境が解析される。しかし、現在の地
図情報では詳細な生活圏の情報を地図上か
ら解読することは困難である。また、位置情
報のみでは、情報データは限られている。自
動撮影カメラは、設置した一定の箇所でしか
野生動物の情報を収集することができず、記
録されるデータには限界がある。 
 
２．研究の目的 
(1)野生動物を対象とした野外研究は、人側

の目線からデータを収集する直接観察法が
主である。本研究では、発想を逆転して動物
側にカメラを装着し、動物側の目線から情報
収集を実施することに着目した。また、各種
センサーを装着し行動、生理生態情報を収集
し新たな研究アプローチ法を開発すること
とも可能である。個々のデータを、それぞれ
集約して従来の方法では明らかにできなか
った野生動物の生態を明らかにする。 
 

３．研究の方法 
(1) 動物用装着超小型カメラの開発 
ツキノワグマ、ニホンジカ、ニホンザルに

装着する小型カメラの開発を実施した。小型
の赤外線照明内蔵のカメラを、電源とともに
防水ケースに収納し、脱落機能の付いた GPS
発信器首輪 に取り付けた。カメラは、長時
間連続録画及び静止画撮影が可能なもの(ポ
ータブルセキュリティーレコーダー YOKO 
TECHNOLOGY 社)を選択した（図-1）。 

 
図-1 使用したビデオカメラと収容ケース 
 
夜間の映像収集は、困難であるとされてきた
が、小型赤外線 IR LED がカメラに搭載され
ており、撮影可能であった。超小型タイマー
を取り付けて、録画時間の設定、赤外線照 明
のオンオフの設定を可能とした。この機能を
設けることで小型、省電力が可能となった。

録画媒体は、小さく軽度で記録容量が多い SD
カードを採用した。カメラ、録画媒体、バッ
テリーを収容するケースは、耐衝撃性にすぐ
れたポリカーボネイト製を用いた（図-2）。
電源 は、軽量で高容量の塩化チオニル−リチ
ウム電池を採用し、DC/DC コンバータ （入力
8-40V 出力 5V3A） で降圧・定電圧化してカ
メラに供給するように設計した（図-3）。 
また、連続撮影を行う上で問題であった、

バッテリーの容量不足を補うために、バック
アップ電源の装着、動体検知モード（動物が
動くと撮影を開始する仕組み）の開発を行い、
媒体容量並びに節電できる装置を開発した。 
 
 

 
図-2 ビデオカメラとバッテリーの収納状況 
 

 
図-3 設計した DC/DC コンバータ 
 
 
 (2)開発した動物用超小型カメラの安全性
試験 
飼育ニホンジカを用いて、開発した超小型

カメラを装着し、生体への影響について調査
を行った。成獣オス及びメスにそれぞれ１頭
に首輪型カメラを装着した（図-4）。カメラ
は、首下にくるようにした。シカの行動に影
響がないか観察した。また、収集した映像デ
ータの有効性について検証した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
図-4 飼育シカに装着した超小型カメラ 
 
(3)開発した小型カメラの野外試験 
 野外に生息しているニホンザル及びニホ
ンジカ、ツキノワグマを捕獲して、開発した
超小型カメラを装着し放獣した（図-5）(図
-6)。動物側からの目線で動画撮影を実施し
た。脱落装置をそれぞれ 7日間後に設定した。
脱落した装置を回収して、動画を再生し分析
を行った。 
 

 
図-5 ニホンザルに装着した超小型カメラ 
 

 
図-6 ツキノワグマに装着した超小型カメラ 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
 
(1)連続撮影 7 日間のバッテリー重量は 2Kg、
4 日間連続は 850g、1日間は 200ｇであった。
録画スケジュールはタイマーを用いて、30 分
間隔電源のオンオフで 3分間の連続撮影に設
定した場合、最大で 1ヶ月間の稼働撮影が可
能であった。 
 
(2)開発した動物装着用の超小型カメラの動
物への安全性及び映像データ分析が可能か
どうか、飼育下の動物を用いて検討を行った。
装着したカメラ 850ｇ装置では、装着後 3 時
間の観察では、個体への影響は認められなか
った。しかし、同じ飼育場で飼育されている
他の個体は、首輪カメラを装着した個体を忌
避する行動が認められた。そこで、他個体が、
馴致するまでの時間を調査した。他の個体が
カメラ装着個体を気にせず行動し始めた時
間は、装着後 6 時間後であった。 
装着した個体の観察では生体への影響は認
められず、分析可能な映像データの収集が可
能であった。赤外線を用いた夜間撮影では、
5 メートル程度まで映像を分析することが可
能であった。            
                           
 
(3)回収した超小型ビデオカメラの動画を再
生し分析を行った。 
装着期間中に、行動していた環境を分析する
ことが可能であった。ニホンザル及びニホン
ジカの場合、他の個体の映像が写っていた
(図-7)。 
 

 
図-7 ニホンジカの生息環境と 

他個体の画像 
 
採食物の分析では、サルでは、クズ、クワ実、
サクラ実など計 7種類の種同定が可能であっ
た（図-8）。 
 
 
 
 



 
図-8 ニホンジカの採食物画像（クワの葉） 
 
シカは、4 種、クマは 7 種で種同定が可能

であった。サルの場合、カメラを装着した個
体は、農作物被害を起こす群れに所属してお
り、同定した種には、トマトやナスなどの農
作物種も含まれていた（図-9）。 
 

 
図-9 ニホンザルの採食物画像（トマト） 
 
シカにおいて、夜間撮影の映像では、クズ、
アラカシ、アカガシよびササの採食を確認す
ることができた(図-10)。しかし、草本類の
種同定は困難であった。今後は、夜間画像に
ついて、種同定が可能な、明確な映像を収集
することが課題として残された。 

 
図-10 IR LED 撮影による夜間の採食物の
映像 

また、超小型カメラの撮影稼働時間は、連続
撮影の場合、短時間でデータ収集は限られて
おり、今後は長期撮影にむけたバッテリーの
改良と記録媒体の開発が重要である。いずれ
にしても、超小型カメラによる動画分析は、
野生動物の生態を解明するための調査手法
として大変優れた方法であり、今後、野生動
物にカメラを装着し画像情報を分析する研
究は増加すると思われる。 
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